
晴れの国ブルースカイ事業について

令和６年８月１日

【岡山県稲わら等有効利用連携推進会議 資料】

岡山県環境文化部環境管理課

岡山県環境文化部環境管理課

1



・大気中に浮遊している2.5μm以下の小さな粒子

・髪の毛の1/30程度、肺の奥深くまで入りやすい

・呼吸器系や循環器系への影響が懸念

・燃焼等に伴う人為発生源の寄与率が高い

環境基準：1日平均値 35 μg/m3以下
1年平均値 15 μg/m3以下

１ 経緯 ⑴ＰM2.5とは

・工場・事業場の排ガス

・自動車・船舶等の排ガス

・その他（たき火、野焼き など）

施設からの排出規制

排ガス規制

未対策
（一律の規制は困難）

PM2.5（微小粒子状物質） 発生源
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※1μmは1mmの千分の1
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出典：東京都HP
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環境基準達成状況

達成 非達成
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大規模工場地帯

大規模工場地帯以外の

農業地域・住居地域

でも非達成の地点あり

①水島地域などに

大規模な工場地帯あり
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② 児島湾干拓地周辺には

広大な農業地帯あり

（水稲、麦作など）

１ 経緯 ⑵岡山県におけるＰM2.5の現状

PM2.5環境基準達成状況
（令和元年度（事業開始前））

環境基準達成率は全国ワースト１位



11月のPM2.5濃度

夕方～夜半に上昇

２ 経緯 ⑵岡山県におけるＰM2.5の現状
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なぜ、農業地域等で環境基準を達成していない？

秋期の稲刈り後に

稲わらを焼却処理
（児島湾干拓地周辺では比較的多い）

稲わらの野焼きが

行われる時間帯と一致
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 11 月の時間別 PM2.5 濃度(H29-R1 平均) 



➢稲わらの野焼きが

PM2.5の濃度に影響

１ 経緯 ⑶環境省からの通知
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環境省通知文の
写し

➢他県の野焼きを減らす取組
事例を紹介（条例など）

微小粒子状物質（PM2.5）と野焼き
行為との関連について（通知）

環水大大発第1803273号 H30. 3.27
環境省水・大気環境局大気環境課長

ポイント

達成率が低い本県で
対策の必要性

5



２ 晴れの国ブルースカイ事業 ⑴方向性
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稲わらの野焼きを減らすには？

方法その１ 条例で規制

方法その２ 規制以外の方法（啓発など）

農家ごとに野焼きの理由は様々

（やむをえず野焼きをしている場合もある）

規制による

方法は適さない

･野焼き以外の手法を啓発

･取組可能な農家から実践

･実情に応じ柔軟に対応

稲わらの有効利用
(すき込み、飼料化等)
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２ 晴れの国ブルースカイ事業 ⑵意図
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事業の意図
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PM2.5濃度の低減
環境基準達成率の向上
（R4～R6で85％目標）

住民からさらに

応援してもらえる農業へ！

関係者の自発的な取組を促しPM2.5の排出を抑制

稲わら有効利用のメリットを伝えて
有効利用を拡大（野焼きを減少）



２ 晴れの国ブルースカイ事業 ⑶内容
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事業の内容
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（１）稲わら有効活用把握事業
(衛星写真による稲わらの野焼き状況の調査)

（２）稲わら有効利用促進事業
(すき込み時に必要な稲わら分解促進剤の購入補助)

（３）大気環境改善普及啓発事業
(広報媒体、チラシ、動画、農業団体の講習会による啓発)

（４）県・市町・JA等関係団体連携推進会議
(課題解決に向けた協議、情報交換)

動画



３ 事業開始後の岡山県のPM2.5
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PM2.5環境基準達成状況（３年加重平均）
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※ 環境基準達成率(％) ＝ 環境基準達成地点数 / 有効測定地点数

年度

事業開始前 事業開始後 目標値

R1
(H29～R1)

R2
（H30～R2）

R3
(R1～R3)

R4
(R2～R4)

R6
(R4～R6)

環境基準
達成率

（３年加重平均）

55.7% 64.9% 83.8% 88.9% 85.0%

環境基準達成率は改善傾向
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４ 稲わら有効利用のさらなる普及・定着に向けて
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・様々な方面からの啓発が有効

 すき込みを実践した農家からは、すき込みを継続したいという声が多数

 一方で、すき込みに課題を感じる農家も

関係者皆さまにおいても取組の促進を

・稲わら有効利用の課題の解決

課題解決につながる情報やすき込み以外の
有効利用の普及で解決につながれば

皆さまの取組や協力は重要なものと思っていますので、
稲わら有効利用のさらなる普及・定着に向けて、
引き続きよろしくお願いします。


